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外国語科 コミュニケーシ

ョン英語Ⅱ 

３ 第２学年 All AboardⅡ (東京書籍)  

 

 

１ 担当者からのメッセージ(学習方法など)  

・英語Ⅱでは基本的な語彙力や読解力を高め、初めて触れる英語でも理解できるようになってもらいたい。また、理解

力（インプット）のみならず、単元ごとに学んだ文法、語彙などを活用するアクティビティをとりいれて、表現(アウト

プット)する英語も身につけられるようにしたい。 

・文法や語彙については、実際のどのように使えるか、ということも意識してください。 

・英語Ⅱの授業では積極的に音読、発音指導をしていきたい。アウトプットのためのインプットを心がけるため、意味を

理解してから音読などをすることを意識してください。 

 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「英語Ⅱ」（３単位） 

      主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・前もって準備し

た上で、決まっ

た表現や形式を

用いて英語で発

表できる。 

英語Ⅱ 

スピーチ 

プレゼン 

 

・学習した簡単な語

や基礎的な表現を

用いて、文を書く

ことができる。 

 

英語Ⅱ 

ライティン

グ小テスト 

定期考査 

 

・学習した語やフ

レーズをゆっく

り読めば理解で

きる。 

英語Ⅱ 

リスニング

小テスト 

定期考査 

 

・学習した語や

フレーズが含

まれる初めて

の英文を理解

できる。 

英語Ⅱ 

定期考査 

 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 

 

 

 

４ 学習の活動 



前期期末
まで 
(１４時

間) 

現在完了進行
形 

 

have+been+

動詞の ing 形 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・現在完了進行形に
ついての理解を深
め、積極的に運用
しようとすること
ができる。 

・現在完了進行形を用
いた表現を学ぶ。 

・間違いをおそれ
ず、表現しようと
する。 

・積極的に発話しよ
うと意欲を見せ
る。 

「外国語表現の能力」 

・現在完了進行形に
ついての理解を深
め、運用できる。 

・ワークシートなどを
用いて、理解を深め
る。 

・単元の文法であれ
ば、所見の英語も
理解できている
か。 

・小テスト・定期テ
スト 

「外国語理解の能力」 

・文法を学んだ後、
教科書の内容が理
解できる。 

・日本語訳を理解した
うえで、何度も音読
をする。 

・英語の意味を理解
した上で、読むこ
とができている
か。 

・定期テストで判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・地域について、関
心を深める。 

 

 

・地域について、関
心を深める。 

単元 
(配当時間) 

題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 
後期中間ま

で 
１４時間 

 

 

不定詞を含
む表現 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

（本単元では実施し
ない。） 

 

 

 

 

 

 

 

・本文に即した確認問
題を解く。 

 

（本単元では設定
しない） 

なし 

「外国語表現の能力」 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

前期中間
まで 
( １ ４ 時
間) 

比較級 more 

the most   

 

 

関 係 代 名 詞
what 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・[l],[r]の発音を意識
しながら発音しよ
うとする。 

・音読練習 ・英単語を正しく発
音できているか 

・音読テストを行
う。 

「外国語表現の能力」 

・比較級を使った表
現ができるように
なる。 

・ワークシートを用い
て練習後、何も見ず
に発表。 

・正しく比較級を活
用できているか。 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

（本単元では実施し
ない。） 

・本文に即した確認問
題を解く。 

（本単元では設定
しない） 

なし 

「言語や文化についての知識・理解」 

・世界の文化につい
て理解する。 

・授業の開始時に前回
の復習クイズとし
て確認問題をする。 

・問題に正しく答え
られているか。 

・ワークシートで確
認 



・単元の文法を使った
表現ができるよう
になる。 

・教科書のフレーズを
何度も音読した後、
習った文法で自分
の文を書く。 

・正しく比較級を
活用できている
か。 

・スピーチテストを
行う。 

「外国語理解の能力」 

・文脈に沿って、習っ
た文法を理解でき
る。 

・ワークシートを活用
し、本文で使われて
いる文法の理解を
深める。 

・新しく習った文
法を理解してい
るか。 

・小テスト、定期テ
スト 

「言語や文化についての知識・理解」 

・世界遺産について学
ぶ。 

・パワーポイント等を
用いて説明する。 

・本文内容をりか
いできており、
それを人に説明
できるか。 

・ペアワークでクイ
ズを出し合い、理
解できているかを
確認する。 

後期期末ま
で 

１６時間 
 

 

関係代名詞
who which 

 

関 係 副 詞 
where when 

 

知覚動詞 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・本文に関するプレゼ
ンテーションを行う。 

・スクリプトを班で準
備し、文法などに間
違いがないかを確
認する。 

・自分の伝えたい
内容を正しく表現
できているか。 

・プレゼンテーショ
ンを行い、評価す
る。 

「外国語表現の能力」 

・関係代名詞、関係副
詞、知覚動詞を用い
て、自分の考えを表
現できる。 

・パワーポイントを用
いて、視覚的に文法
を説明し、理解を深
める。 

・正しく文法をつ
かうことができ
ているか。 

・プレゼンテーショ
ンを行い、評価す
る。 

「外国語理解の能力」 

 

（本単元では実施し
ない。） 

 

・本文に即した確認問
題を解く。 

 

（本単元では設定
しない） 

なし 

「言語や文化についての知識・理解」 

・本単元で学んだ文法
を正しく理解し、表
現できる。 

・文法を視覚的に学
び、ワークシートで
理解を深める。 

・同じ文法であれ
ば、所見の英語
でも理解できる
か。 

・小テスト、定期テ
スト。 

 


